
部局名：地域連携部

順番 細事業名 事業費（単位：千円） ページ

1 三重とこわか国体・三重とこわか大会開催準備事業費 813,662 1

2 競技力向上対策事業費 689,153 4

3 世界と結ぶ東紀州インバウンド事業費 2,200 8

1,505,015

順番 細事業名 事業費（単位：千円） ページ

0

平成３１年度当初予算知事査定ヒアリング資料

合 計

平成３０年度２月補正予算知事査定ヒアリング資料

合 計
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イ 競技会場整備（7,986 千円） 

・大会における競技会場の設計に取り組みます。 

ウ 宿泊・輸送（5,569 千円） 

・大会における宿泊施設の確保や安全かつ確実な輸送を行うため、宿泊・輸送実施計画を策定し

ます。 
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〇 指導者の養成・確保 

ジュニア・少年選手の育成を図るとともに、三重とこわか国体の後も継続して三重の競技スポー

ツを担う人材育成につなげるため、今年度開始した全国初・唯一の事業である「チームみえ・コー

チアカデミーセンター」の取組をさらに進めます。 

 「チームみえコーチアカデミーセンター事業」 (H30：35,000 千円 → H31：63,967 千円) 

    第 1 期生 23 名に実施した平成 30 年度の事業で得られた成果や課題を十分に検証するとともに、

講師や受講者の意見などをふまえ、新たに第 2期生 20 名（予定）に対し「みえコーチアカデミー」

及び「みえマルチサポートシステム」を実施することで、指導者の資質向上と、指導体制の構築を

一層進めます。 

 

〇 成年選手の強化 

天皇杯を獲得した今年の福井県や、獲得できなかった昨年の愛媛県の得点力を分析すると、天皇

杯獲得のためには、少年種別で東京都と接戦に持ち込むとともに、成年種別で東京都を大きく引き

離すことが必要です。 

    他方、東京オリンピック競技大会に向けて競技環境の整った東京都での競技活動を希望する選手

が増え、東京都の得点力が増していることから、一層の選手の獲得・強化が必要です。 

このため、スカウト体制を充実させ、全国大会等で活躍する選手の獲得等を一層進めるとともに、

本県に定着したアスリートが今後の国民体育大会等の国内外の大会で活躍できるよう、練習環境や

競技環境の整備を進めます。 

 

 「スポーツ指導員配置事業」 (H30：54,813 千円 → H31：182,720 千円) 

    トップレベルのアスリートにとっても魅力的なキャリアの選択肢であるスポーツ指導員について、

基準を徹底しながら一層の受け入れ拡大を図り、成年種別の得点力を確実なものとします。 

 

 「チームみえ国体強化事業」 (H30：85,000 千円 → H31：180,000 千円) 

 「トップ選手育成支援事業」 (H30：20,000 千円 → H31：12,920 千円) 

    就職支援事業により県内の企業に定着したアスリートや、スポーツ指導員等が今後の国民体育大

会等の国内外の大会で活躍できるよう、各競技団体が実施する強化活動を支援します。 

    また、入賞レベルに近づきつつある競技についても、三重とこわか国体で確実に成果があげられ

るよう、計画的、戦略的に強化活動を進めます。 

 

 「競技用具等事業」 (H30：29,188 千円 → H31：81,645 千円) 

    ボート、ヨット、カヌー、自転車、馬匹など、競技出場及び得点獲得に不可欠となる競技用具等

について、これまの整備に加え、平成 31 年度及び 32 年度で重点的、計画的に整備します。 
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（２）クルーズ船寄港に対応したプロモーション 

新宮市においては、「新宮港クルーズ振興広域協議会」を平成 30年７月に設立しました。新宮港では、

平成 30 年度 15隻（今後の予定含む）のクルーズ船が寄港し、平成 31 年度も上半期の予定として６隻

の寄港が予定されています。 

新宮港にクルーズ船で訪れる観光客は、主に熊野三山や瀞峡をオプショナルツアーで回っており、東

紀州地域が組み込まれたコースは少ないのが現状です。 

そこで、新宮市等と連携して、船会社やエージェントへ東紀州地域のオプショナルツアーのセールス

を行い、東紀州地域へのインバウンドの誘客を図ります。 


